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Ⅴ．特記事項 

1．地域貢献活動 

本学では、令和 3（2021）年当初より、全国でも新型コロナワクチン接種を担う看護師

不足が叫ばれていた中で、羽曳野市を支援するため、一早く教員派遣を決定した。5 月か

ら 7 月かけて、羽曳野市が実施する高齢者向け集団接種に、看護学部教員を派遣しワクチ

ン接種業務に従事したほか、7 月から 9 月には市の一般市民向け集団接種会場として、本

学の東体育館を提供した。また、学内においても、6 月 1 日に政府より発表された職域接

種の実施に即応し、6 月 8 日には「新型コロナワクチン接種実施プロジェクトチーム」を

学内に設置し、医師資格を持つ教員、看護学部教員、事務職員、学生により学内接種体制

を早期に構築し、近隣大学や企業等に先駆け、7 月から 10 月かけて職域接種を本学で実施

した。接種対象を学生・教職員のほか、関係業者等企業にも拡大し、総計 5,351 人のワク

チン接種を行った。  

また、南海トラフ地震等の大規模災害時における災害救助活動への貢献として、令和 4

（2022）年 2 月に、柏原羽曳野藤井寺消防組合と「災害時における施設の一時使用に関す

る協力協定」を締結した。この協定は、大規模災害時において、他府県から駆け付ける消

防関係者の活動拠点（宿営地）として本学の東キャンパス（約 50,000 平方メートル）のグ

ラウンド、体育館、駐車場を提供することで、災害現場における救助活動や応急復旧活動

を円滑に実施されることとなり、本学がその要請に応えることを目的としたものである。 

 

2．教育学部「教師力」養成システム 

～インターンシップから教育実習へと本学が配属する同一校での継続した学びを実施～ 

本学では、教育学部における教員志望の学生に対して「今、求められている資質能力」 

である実践的指導力につながる基礎的資質能力を身に付けるべく、学校現場における継続

した学びを可能とするシステムを構築した。本システムは、週一日の終日、大学が配属し

た学校で活動し、得られた知識・技能を大学での学びでさらに深め、深化したものを学校

での活動に生かすという“学びの往還”を可能とする。また、「チーム学校」の観点から組

織的・協働的な姿勢を身につけ、「いい先生」として学校現場に送り出すことをコンセプト

に１年次より計画的に取り組んでいる。 

具体的には、1 年次で学校体験として系列小中学校における「ハロースクール」、2 年次

には、1 年間を通した毎週金曜日の終日、配属校での「インターンシップ」を実施する。

それに続き 3 年次には同じ学校で教育実習を行っている。本システムのメリットのひとつ

として 2 年次から継続した学びにより、子どもとの関係構築や教員とのコミュニケーショ

ン等、従来の教育実習の入り口部分がすでに成り立っている中で教育実習がスタートでき

ることがある。そのことから教員免許取得に向けた重要な取組みである教育実習がより充

実したものとなり、実践的指導力獲得にむけた基礎づくりにつながっている。 

「いい先生」として学校教育活動に貢献できる人材づくりを本学教育学部のミッション

とし、今後は本システムのさらなる充実に向け取り組んでいく。  


